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ADHD治療薬「コンサータ」は、依存や乱用のリスクがあるため、「ADHD適正流通管理システム」により医

師・医療機関・薬局を限定した厳格な流通管理が行われています。また、近年の需要増加に伴う供給不足

により、2025 年 9 月頃から限定出荷となり、現在も供給不足が続いております。特例対応として、2026

年 7月 15日に厚生労働省より通知が出され、同年 7月 15日から登録薬局間での譲渡・譲受（在庫融通）

が特例的に認められるようになりました。 

今回は「ADHD適正流通管理システム」を確認し、どのように特例で変更になったかを取り上げました。 

「ADHD流通管理システム」の大きな流れ

図：薬生総発 0904 第 1 号「メチルフェニデート塩酸塩製剤(コンサータ錠 18mg、同錠 27mg 及び同錠 36mg)の

使用にあたっての留意事項について」より 

【処方及び調剤の手順】 

登録薬局及び薬剤師は、処方箋、患者カード、身分証明書（免許証などの顔写真が入ったものは 1 点、顔写真が

はいっていないものは 2 点以上）の提出を受け、処方箋発行医師及び医療機関を確認し、管理システム上の情報

と突合及び確認事項を確認した上で調剤を実施かつ管理システムに必要事項の登録を行う。 

＊薬局間での譲渡は認められていない＊ 



コンサータの薬局間譲渡・譲受の特例措置 

令和８年７月 15 日から供給不足が解消されるまで当分の間、登録薬局間において、コンサータの譲渡・譲受を認

める。 

 

●留意事項● 

① 譲受及び譲渡の両薬局が登録薬局であること 

② 登録薬局がコンサータの譲渡を依頼する数量は必要な数量のみ 

③ コンサータを譲渡した登録薬局及び譲受した登録薬局は、それぞれ譲渡・譲受を行った日に、ADHD 適正流

通管理システムに必要事項を報告する 

④ コンサータの譲渡・譲受を行った際、登録薬局は、帳簿に必要事項を記載する 

⑤ コンサータの製造販売業者又は ADHD 適正流通管理システム事務局から報告等の詳細について問い合わ

せがあった場合、適切に対応すること 

 

資料：令和元年 9月 4 日 薬生総発 0904 第 1 号/薬生薬審発 0904 第 3 号/薬生安発 0904 第 1 号/薬生

監麻初 0904第 1号 メチルフェニデート塩酸塩製剤（コンサータ錠 18㎎、同錠 27㎎及び同錠 36㎎）の使

用にあたっての留意事項について 

令和 8年 7月 15日 医薬総発 0715第 1号/医薬薬審発 0715第 2号/医薬安発 0715第 1号/医薬

監麻初 0715 第 1 号/医政産情企発 0715 第 2 号 メチルフェニデート塩酸塩製剤（コンサータ錠 18mg、

同錠 27mg 及び同錠 36mg）の薬局間譲渡・譲受に係る取扱いについて 

 

 




